
■令和２年度（2020年度） 

第６7回滋賀県教育美術展の審査評 

 

第６７回滋賀県美術展の審査会が、令和２年１２月

２８日（月）滋賀大学教育学部附属小学校において行

われました。 

 今回の教育美術展には、どのような傾向の作品が集

まったのでしょう。審査会に参加された先生方に展覧

会の見どころや、作品の見方についてうかがいました。

（順不同・敬称略） 

 

■４歳児                                

【審査：大矢、堀口、木村】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・４歳児らしい取り組みの良さが感じられる作品が選出され

た。中には、描くことが好きで、とても楽しく書けていたり、描

画が丁寧な作品もあったりしたが、美術展審査という性格

上、そこを目指すようになると４歳らしさが消えてしまうので、

個としての評価にとどめた。 

２）気になったこと 

・絵の具の色や濃淡について教材研究や４歳の発達を考

えた取り組みを進めてもらいたい。集中力が短いことから、

指導がいきすぎないように注意してもらいたい。 

３）これから期待すること 

・素材でその子らしい表現を楽しめる題材の選択が望まし

いと考える。彩色に細やかさを要するものや製作工程が多

くなりすぎないように、子どもらしさを引き出してほしい。 

 

■５歳児                            

【審査：松井、浅野】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・絵の具・パス・コンテ・墨など、色々な描画用具を使って、

線描を楽しみ、子どもの思いや発想の広がりが伝わってく

る作品に出会えた。 

・今年度はコロナの影響で、芋ほりや運動会などの題材は

どの地域からも出ていたが、お話の絵が多く、地域性なら

ではのものや園外保育などの実体験を表現する幅が狭か

ったように感じた。 

・指導者の「この題材でどう表現させようか」という思いから

挑戦意欲が感じられた。 

２）気になったこと 

・絵の具の色選びや濃さ・薄さにより、表現が引き立たない

ものやバックをうめるためのタンポあそびなどにより、せっか

くの線描を消しているようなものもあり、空白を埋めようと思

う指導者の余計な工程がみられ残念だった。 

・サインペンの中にも線が細いものがあり、せっかくの線描

が小さく表現されていることがあり、作品全体にのびやかさ

を感じない作品もあった。 

３）これから期待すること 

・土台となる紙と絵の具の色の組み合わせや絵の具の色

の選択、表現したい題材が表現しやすい材料の選択など、

活動することがわくわく楽しく表現できるような教材や題材

を勉強してほしい。 

 

■小学校１年生                        

【審査：村田、成田】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・バラエティに富んだ取り組みができていた。 

・子どもたちの顔が見える作品が多かった。 

・自分の世界や物語を楽しんでいる。 

２）気になったこと 

・子どもの思いに反して、指導者の描かせたい思いが描き

過ぎや背景を塗り過ぎなどの表現につながっていた。子ど

もたちは自分の描きたいものを集中して描けるようにしてあ

げたい。 

・白の美しさをもっと指導者に感じてほしい。 

・貼った作品「なぜ貼ったのか」という意図を指導者が問い

直していく必要がある。 

３）これから期待すること 

・視点が定まらず、あちこちから描くのが１年生で、それが

動きを感じさせる。 

・指導し過ぎず、子ども一人ひとりの個性の出る余地を持

たせてほしい。 

 

■小学校２年生                        

【審査：瀬邊、田中】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・子どもが経験したことをもとに表現した作品が多くありよか

った。 

・スクラッチやマーブリングなどの技法を多く取り入れた作

品が大変多かった。技法の必然性については考えてほし

い。 

・作品の中に疎と密があるものや線に強弱のあるものは魅

力を感じた。 



２）気になったこと 

・複数の技法を用いた作品は、指導者の思いが強く出過ぎ

ていて、子どもの表現したいことが見えにくくなっていた。 

３）これから期待すること 

・２年生の発達段階に応じた技法や用途、材料の用い方、

組み合わせ方を指導者が事前に試してほしい。 

 

■小学校３年生                        

【審査：赤沢、住友、中川、林】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・様々な題材の作品が出品されていて、時間をかけてしっ

かりと取り組んでいる作品が多くてよかった。 

・３年生が楽しめる「わくわく」する題材がたくさんあり、子ども

が楽しんで取り組んでいる様子が見て取れてよかった。 

・２年生よりも技法が増え、様々な表現の作品があってよか

った。 

２）気になったこと 

・水彩絵の具の「導入」の学年なので、混色の仕方や水の

量、筆の使い方など、丁寧に指導していく必要がある。 

・一つの題材にたくさんの技法を欲張って詰め込まず、い

ろいろな技法を体験させたいならば違う題材で指導するよ

うにしたい。 

・絵を描いた紙や色紙などを切って貼り付けた作品がたく

さんあったが、剥がれないようにしっかりと貼り付けたい。ま

た、紙以外の物も含め、本当に貼る必要があるのかを熟考

したい。 

３）これからに期待すること 

・低学年でも高学年でもなく、中学年の３年生としての発達

を踏まえ、それにあった題材設定を考えたい。 

・水彩絵の具の入門期としての題材の工夫と、指導の充実

に期待したい。 

４）その他 

・出品の規格（四つ切り以内）にあわず選外となる作品があ

り、非常に残念であった。 

・パスなどの落ちやすい描画材を使用した作品を出品する

際は、作品が色落ちしたり、他の作品を汚したりするので、

定着剤などを使い固定してほしい。 

 

■小学校４年生                       

【審査：松山、森本、音羽、福山、上原】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・様々な技法をつかった作品が多く、豊かな表現が見られ

た。表したいものを、かたちにしていけるように試行錯誤し

た跡が見られ、子どもたちが楽しんで取り組んでいる様子

がうかがえた。 

・多くの作品から色彩が大変鮮やかで、美しい印象を受け

た。水彩絵の具の使い方は、３年生からではあるが、どの

学年でも年度の始めには繰り返していねいな指導がいると

考える。そのきめ細やかな指導が伺え、水彩絵の具を無

理なく、しかしていねいに使われた作品が多かったように思

われる。 

２）気になったこと 

・４年生は構成を考えるときに、重なりや奥行きを意識させ

たい。そういう意味でも、様々なものを貼っている作品が多

いことが気になった。必然性があったり、効果的に活用した

りする表現以外は、子どもたちの想いが断片的になるように

感じた。 

・１枚の作品に、技法が多用されているものが多く見受けら

れた。それらが、余白を埋めるようにつかわれ、本来一番

表したかったものがあいまいになっている作品もあり残念に

思った。 

３）これから期待すること 

・同じクラスの中で、画一的な表現が見受けられた。教科

書教材であっても、お手本のように作品を見せるのではなく、

幅を持たせたテーマの提示をさせることを期待する。 

 

■小学校５年生                       

【審査：大和、樋口、立岡、辻川、建林、田口】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・時間をかけて製作に集中している作品が多く見られた。 

・しっかりとした線表現の上に、着色や素材を工夫した作品

が多かった。 

・子どもの根気を持続させる作品や絵の具を効果的に使っ

た作品が多かった。 

２）気になったこと 

・人や風景など、実物を見て描く作品の少なさが気になっ

た。 

・絵の具の使い方（技法・水の量・タッチの選択）は指導者

や経験の差を特に感じた。また、各学校での段階的な指

導や発達段階に応じた指導を大切にしなければいけない。 

・四つ切サイズの用紙の作品が多くあるが、すべての子が

最後まで集中できているかを心配する。 

３）これからに期待すること 

・高学年として、絵の具の持つ可能性に気づいたり楽しん



だりできるように導きたい。 

４）その他 

・空想的な場面を絵にさせる作品では、子ども一人ひとりの

絵画経験や資料で見る絵・写真が直接影響してしまう。自

由に描かせることは、子どもによっては苦しいことでもある可

能性を考えなくてはならない。 

 

■小学校６年生                       

【審査：有川、西島】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・コロナによる長期休業の影響で、図工の授業時間の確保

が難しい状況にあっても、相当な時間をかけて取り組んだ

と思われる力作がたくさんあった。 

・本年度より教科書が新しくなったことで、登場した作品も

見られた。また、一時期減少傾向にあった風景画も多く出

品されていたが、単純に風景を描くだけでなく、テーマの

与え方や表現方法に新しさが見られた。 

２）気になったこと 

・「絵文字」など中学校美術で取り扱われている題材をまね

た作品も散見された。子どもの発達段階を考えると安易に

取り入れるべきではないと考えた。 

・描きたいものの質感に合った線の表現に対する指導が不

十分なところも気になった。また、中心に描きたいものに対

する背景やまわりの描き方への指導も配慮したい。 

３）これから期待すること 

・新しい教科書に取り扱われている題材に対して、まだまだ

消化不十分な感じがある。教科書に載っているものが決し

て正解ではないので、みんなで題材にどのようにアプロー

チしていけるかを研究していきたい。 

 

■中学校１年生                       

【審査：大西、垣見】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・例年と同じような取り組みがされていて安心した面がある。 

・コロナ禍でも、目的をもって取り組んでいる作品があり好

感を持った。 

・一つの題材にじっくり時間をかけたことがわかる作品もあり

好感を持った。 

２）気になったこと 

・絵文字やデザインで紙の大きさが適切であったのか疑問

に思うものがあった。余白の扱いも気をつけたい。 

・「くつを描く」ことで何を学ぶのか、どんな力をつけさせた

いのかを考えているか疑問を感じた。 

３）これから期待すること 

・その題材で育てたい力を考えてもらいたい。来年度から

新学習指導要領のもと、特に題材の設定を再考していた

だきたい。 

 

■中学校２年生                        

【審査：馬淵】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・休校期間が長く、少ない授業時間の中、密度の高い力の

入った作品が多く、大変よかった。 

・ゼンタングルの作品が数多く出品されていたが、自分の

イメージを追究した個性的な作品があり、よかった。 

・伝統的な表現の中に新たな表現方法を探るような題材・

作品があり、よかった。 

２）気になったこと 

・３次元の平塗り構成作品の題材の意味・意義は何か、技

能指導で終わっていないか、子どもがどのようにして自分の

主題を追究しているのか疑問に感じる作品も多く、今後の

検討課題である。 

・モダンテクニックを活用した作品も見られたが、自分の表

現にどのようにつなげていくのかが今後の課題であると感じ

た。 

・文字絵作品も多数あったが、発想の仕方や創意工夫、

主題の追究の部分で、ものたりなさを感じる作品も見られ

た。 

３）これから期待すること 

・子どもが自分らしく生き生きと表現している作品が数多く

見られ大変よかったが、反面、題材の意義が十分に感じら

れないような作品・題材もあり、課題であると感じた。題材

設定の理由やつけたい力・資質の部分で十分に吟味し、

研究を重ねていただくことを期待する。 

 

■中学校３年生                       

【審査：堤、中瀬、林、佐間】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・中学校３年生になると、自分の内面をみつめる題材も多く

あり、自己表現が豊かに感じられる作品が多かった。また、

コロナウィルスをテーマにした作品や今年を象徴するテー

マが多く見られた。 

２）気になったこと 

・ねらいや表現のテーマが一致していないと感じられるもの



も見られた。 

・遠近法や３Dの立体で感情や心の内面を表すなど、表現

内容と取り扱う技法がマッチしていない作品も見られた。 

３）これから期待すること 

・中学校３年生は自己を見つめ、心の内面を表現するなど、

中学校美術の集大成として深いテーマ題材に取り組んで

ほしい。 

・素材や技法を選択できるよう自由度をもっと増やした方が

よい作品ができると感じた。 

４）その他 

・４つ切りでない作品が多々あった。 

・作品のタイトルをしっかりと記名してほしい。作品の意図が

伝わらない。 

■特別支援                          

【審査：小野・瀬邊、山田、川邊】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・低学年は大変素直な表現が多く、自分が描きたいと強く

思ったことやものをストレートに描いていた。 

・中学年も自分が注目したものについて、こだわりをもって

描いていた。 

・高学年は素晴らしい描写に驚かされ、絵の具の使い方も

よかった。 

３）これから期待すること 

・交流授業だけでは、その子の特性が生かしきれない。子

どもの特性を理解し、指導者がその特性をどのように生か

すとよいかを十分考えて題材を与えてほしい。 


